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運輸セクターにおける飲酒規制と、アルコール検知器業界の動向
13:30〜15:30(120分）

1 J-BACの活動と
アルコール検知器について

13:30〜14:20
（50分）

2 運輸安全マネジメント対象業界
における、飲酒関連規制と検知器の関係

14:15〜14:45
（30分）

3 J-BAC版アルコールと
代謝に関する知識

14:45〜15:15
（30分）

4 質疑応答 15:15〜15:30（15分）

内容



PartⅠ

J-BACの活動と、アルコール検知器について
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「本会は、アルコール検知器の技
術や品質の向上、ならびにアル
コール検知器の普及啓発によって
業界の地位の向上を図る。

本会は、関係官庁、各団体との
連携と会員相互の協調を通じて、
アルコールの過剰摂取や短時間で
の⼤量摂取等に代表される飲酒問
題や⾃動⾞等の飲酒運転の根絶に
寄与することを⽬的とする」

＜規約 第２条（⽬的）より＞

アルコール検知器協議会とは

2015年
発⾜！



現在の組織と活動
総会

会⻑
タニタ ⾕⽥千⾥

副会⻑
東洋マーク製作所

⼭本 篤

事務局
サンコーテクノ

坂⼝正⼀

技術委員会 業務委員会

幹事会
中央⾃動⾞⼯業 酒井
フィガロ技研 ⻄村

タニタ 望⽉
サンコーテクノ 坂⼝

監事
会計監査

委員⻑
東海電⼦ 杉本

副委員⻑
テレニシ 東野

委員⻑
光明理化学⼯業 畑

副委員⻑
ヤナコ計測 上⻄

会則 第３条（活動内容） 業務
委員会

技術
委員会

（１）アルコール検知器の利⽤と活⽤に係る普及
および啓発。 ○

（２）アルコール検知器の技術・品質向上のため
の調査研究。 ○

（３）アルコール検知器および飲酒運転防⽌に関
連する法令の周知および広報。 ○

（４）アルコール検知器に関連する⾏政機関との
連絡、協議。 ○ ○

（５）アルコール検知器や飲酒の専⾨知識を⽤い
た道路交通安全の促進および普及。 ○

（６）アルコール検知技術や交通安全政策に関
する国際交流。 ○ ○

（７）アルコール健康障害対策基本法に関連する
⾏政機関および各団体等との連携。 ○

（８）その他、会の⽬的を達成するために必要な
活動。 ○ ○



J-BAC加盟 21事業者

アルコールセンサーデバイス メーカー
アルコール検知器 完成品メーカー
IT点呼機器メーカー

国内市場で流通している製品のうち、９割以上は上記事業
者の団体のものと推定している。



J-BACの活動
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国交省（⾃動⾞局）
国交省（航空局）
国交省（鉄道局）
国交省（海事局）
トラック協会
バス協会
ハイヤータクシー協会
NASVA
⾃動⾞⼯業会
交通安全協会
安全運転管理者協会
経産省
産総研
消費者庁
警察庁
海外展⽰会

業務委員会 活動実績 （官）

 アルコール検知器の性能について

 アルコール検知器のメンテナンスについて

 アルコール検知器の技術資料の提供

 アルコール検知器の認定制度について

 飲酒基準検討会オブザーバー参加

 関連イベントへの参加

 教育講座の開催

定期的な情報交換



飲酒問題解決に貢献するため、市⺠向けのイベントやアルコールの教育講座等、
草の根活動を積極的に⾏っている。

業務委員会 活動実績 （官）



技術委員会の活動実績（国内）
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2017年
国外のアルコール検知器の技術規格を調査

2018年
検定プログラム策定、⽇本の試験受託機関を調査

2019年
化学物質評価研究機構と契約、検定制度開始



経産省
国際計量⾏政室のOIML活動

（R126呼気試験機委員会）への参加

 OIMLのR126（呼気試験機）国際会議
に参加

 ICADTS（薬物＆アルコール交通安全国際会議）
に出席

 ISO TC272
JCCLSとともに法科学系の
呼気アルコール検知器の国際規格策定に参画

技術委員会の活動実績（海外）



その他、検知器の専⾨的知⾒を活かした活動
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義⻭安定剤連絡協議会と、
エタノール⼊り⼊れ⻭安定剤
の合同調査

メンテナンスに関する啓発資
料を業界団体へ配布



意⾒書、パブリックコメント、政策提⾔等
 意⾒書

J-BACへの問合せが多い内容は
意⾒書としてサイトで公表
（例︓下限値について）

 パブコメ提出
航空 飲酒規制パブコメ
鉄道 飲酒規制パブコメ
海運 飲酒規制パブコメ

検知器や飲酒に関して、
必要に応じてパブリックコメントで都度
意⾒を提出。



アルコール検知器の性能と使⽤⽅法について

警察が使⽤しているアルコール検知器と市販されている
検知器の違いとは︖



飲酒検知器
飲酒感知器

呼気チェッカー

酒気帯びチェッカー

アルコールチェッカー

飲酒チェッカー

アルコール測定器

アルコールメーター

アルコール濃度計

呼気中アルコール濃度測定器

飲酒検知管

アルコール検査器

飲酒検査器

正式名称は︖（⽇本国内）

アルコールセンサー

呼気試験器



Breathalyzer

Alcohol tester

Breath testing device

Breath analyzer Breath Tester

Breath alcohol Tester Portable Breath tester

正式名称は︖（⽇本国外）

Evidential breath tester

Alcohol Screening DeviceScreener for  breath alcohol 

Alcohol measurement instrument



⺠⽣品
個⼈向け

セルフチェック⽤

証拠⽤

検問⽤

警察向け

スマホ⽤

記録式
設置型

業務⽤

法⼈向け

据置式

⽤途・⽬的は︖

持ち歩き⽤

エチケット⽤
健康管理⽤

技術規格/性能要件



OIMLR126

EN 16280

EN 15964

FR 26849
CNS15988

DOT FR 16956 CNMV126

名称と性能を定義するもの（２０１４年当時）

DOT FR 48705 

GBT 21245

EN50436

2011年 ⾃動⾞局
国⼟交通省告⽰第四百⼋⼗五号

技術規格/性能要件

XX県警の⼊札仕様書
（むかしから性能表現バラバラ）

2014年
呼気アルコール・インターロック「技術指針」



2011年 ⾃動⾞局による「性能要件」

「貨物⾃動⾞運送事業者が点呼等において⽤いるア
ルコール検知器を定める告⽰」

呼気中のアルコールを検知し、その有無⼜
はその濃度を警告⾳、警告灯、数値等に
より⽰す機能を有する機器とする。



⾃動⾞局版 性能要件と有効性保持義務化

検知器とは

呼気をはかる 有無・濃度

警告「⾳」

警告「灯」

警告「数値」⾎中をはかる

『当⾯、性能要件は問わないものとする』

当時の⾃動⾞局の⾒解

プロドライバーの飲酒事故をゼロにするためには、市場流通品を前提とする
とにかく、浅く、広く、点呼時の検知器使⽤を促す意図・・とのこと
性能要件を問わないかわりに、「検知器の有効性保持義務」（安全設備管理観点）を義

務づけた（怠っていると⾏政処分対象）。

いずれかを
みたせばいい



検知器の仕様は、誰が、決めるべき︖
⽇本ではアルコール検知
器は法定計量機器じゃな

いし・・・

・・・・・

⾃動⾞局

点呼での使⽤を義務づけ
るが、当⾯、（告⽰以外

の）性能は問わない



道交法における
アルコール検知器



警察が使⽤する検知器の種別
（2015年5⽉まで）

証拠⽤検知器
（⾵船式）

⾵船を
使わなければならない
（道路交通省施⾏令）

簡易式検知器
スクリーナー ⾵船を使わない



道路交通省施⾏令
第⼆⼗六条の⼆の⼆（改正）

（呼気検査の⽅法）
第⼆⼗六条の⼆の⼆ 法第六⼗七条第三項の規定による
呼気の検査は、検査を受ける者にその呼気を ⾵船 に
吹き込ませることによりこれを採取して⾏うものとする。

第⼆⼗六条の⼆の⼆ 法第六⼗七条第三項の規定による
呼気の検査は、検査を受ける者にその呼気を
⾵船 ⼜は アルコールを検知する機器 にこれを
吹き込ませることによりこれを採取して⾏うものとする。

2015年（平成27年）
6⽉1⽇以降

パブリックコメント結果
http://search.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=120140018&Mode=2



アルコール検知器
業界（協議会）

使⽤者
個⼈
法⼈
団体

関係省庁
（国交省・警察庁
消費者庁・経産省

内閣府・他）

製造事業者 販売事業者

製造販売事業者

協議会

飲酒運転
ゼロ

検知器の性能と⽬的を正しく理解してもらうために





検定のプログラム⽂書
（JB00001‐2017）

技術規格⽂書
（JB10001‐2017)

⽇本国 飲酒・検知器
関連法令集

（JB90001‐2017）
結果報告書 認定証（期限５年）

アルコール検知器検定制度の概略

https://j‐bac.org/certified_devices/



海運分野における新たな飲酒対策について
（2019年8⽉2⽇ 国交省）

「アルコール検知器の精度・保守管理 アルコール検知器については、他

モードで利⽤され社会的に有効性が認められているもの（例えば、アル
コール検知器協議会が認定し、⾃動⾞分野 で広く利⽤さ

れているもの）を使⽤することとし、アルコール検知器の⼊れ 替えにあたっ

ては、現在の検知技術⽔準等を勘案し、次の性能の機器が推

奨 される。 アルコール検知器の分解能等については、0.01mg/L 単位
で表⽰可 能なもの（最低測定限界は 0.05mg/L）。



JB10001規格 ９項⽬、精度試験３種類

詳細は、J‐BAC 検定⽂書にて https://j‐bac.org/certified_devices/



EN15964 EN16280 JB10001-2017

全体33ページ 全体22ページ 全体8ページ

技術規格
45項⽬

技術規格
20項⽬

技術規格
9項⽬

（試験対象3項⽬）

⽐較（性能要件の多さ・厳格さ）



＜性能要件定義 項⽬数⽐較表＞

欧州 2規格
台湾 ⺠⽣品CNS15899
中国 ⺠⽣品GBT規格
⽇本 ⾃動⾞局告⽰ 規格
⽇本 J-BAC JB10001
⽇本 J-BAC JB20001(追加規格）

J-BACも、欧州のように、規格を複数
持つロードマップを描いている。



性能要件 例）アルコール検知器の公差（許容誤差）

6.2 最⼤許容誤差（MPE) 4.3 最⼤許容誤差（MPE） 6.2 最⼤許容誤差（MPE)

EN 15964
アルコール検知器

協議会
JB10001-2017

EN 16280

最⼤許容誤差は、0,20 mg/L 
以下のアルコール濃度の場合は，
±0,02 mg/L である。
最⼤許容誤差は，0,20 mg/L 
を超えるアルコール濃度の場合
は，公称濃度の±10 %である。

最⼤容誤差は、測定濃度に対し
±0.03mg/Lとする

最⼤許容誤差は，0,20 mg/L 
以下の公称アルコール濃度の場
合，0,04 mg/L である。最⼤
許容誤差は，0,20 mg/L を超
えるアルコール濃度の場合，公
称濃度の20 %である。



アルコール検知器 認定機器の最新情報



参考資料



世界のアルコール検知器 標準・技術規格・型式認定 事例

⽂書番号 標準・技術規格/機器認定制度 国
際 地域 国別

OIML R126 OIML R126 Evidential Breath Analyzers 国際計量法定機関 証拠⽤呼気アルコール分析計 国際勧告

EN 16280 Breath alcohol test devices for general public ⼀般向け呼気アルコール計測器の試験⽅法と要求事項 EU

EN 15964 Breath alcohol test devices other than single use devices 使い捨て以外の呼気アルコール計測器の試験⽅法と要求事項 EU

EN 50436-1 Alcohol Interlocs –Instruments for drink-driving offender program 飲酒運転違反者向けアルコールインターロックの要求事項と試験⽅法 EU

EN 50436-2 instruments havig a mouthpiece and measuring breath alcohol for general prevent use 飲酒運転を予防するためのマウスピースを使った呼気アルコールインターロック機器の要求事項
と試験⽅法 EU

FR 48705 Model Specifications for evidential Breath Tester ⽶国運輸省 証拠⽤呼気アルコール計測器の型式 ⽶国

FR 19565 Model specifications for  Screening devices to measure alcohol in bodily fluids ⽶国運輸省 スクリーニング⽤体内アルコール計測器の型式 ⽶国

FR 26849 Model Specifications for Breath Alcohol Ignition Interlock Devices ⽶国運輸省 呼気アルコールイグニションインターロックの型式 ⽶国

GBT21254 ? 中国 呼気アルコール含有量検知器 中国

CNVM126 OIML R126 Evidential Breath Analyzers 台湾 呼気酒精測試器及び分析儀検定検査技術期班 台湾

CNS15988 Breath alcohol test devices for general public 台湾 ⼀般⽤呼気酒精測試装置 台湾

韓国 警察向け仕様書 韓国

警察庁 ⼊札時の仕様 ⽇本

国⼟交通省 呼気吹き込み式アルコールインターロックの技術指針 ⽇本

JB10001-2017 J-BACマーク制度 第4章 技術規格 ⽇本

国家（主に警察⾏政）が使うアルコール検知器はR126が参照され、国内規格化される事が多い。
⺠⽣品、消費者向けは、⾏政側がつかめないため、製品市場に任せているケースが多い



道交法や、制度設計によって、その国の機器の性能要件が規定される

国 ⾃動⾞運送
（企業） 被測定者は誰か︖

⽶国（DOT) 義務ではない ランダム
（抜き打ち的）

欧州 義務ではない ランダム
（抜き打ち的）

中国 義務ではない ランダム
（抜き打ち的）

台湾 義務 全員測定
（予防的）

⽇本 義務 全員測定
（予防的）

国よって違う技術規格が存在するのは、道交法や関連規則、社会システム、⽂化の相違の結果でもある



J‐BAC認定品のご説明
（5分〜10分）


